


ベイビー・シャークのお味は？

私は８0年代後半から９０年にかけて、ちょうど日本がバブルの絶頂期にあった頃、イギリスに何
度か出張する機会があった。

出張先は、ロンドンから車で２時間ほど西に走ったところにある Warwick という緑豊かな場所で
、ホテルは、シェークスピアの生誕の地として有名な、ストラトフォード・アポン・エイボンの

Dukes Hotel という、アンティーク家具の調度品が古き良き英国を感じさせるホテルを定宿として
いた。

このホテルは夫婦で経営されており、ホスピタリティー溢れる、アットホームな感じが気に入っ

ていた。

このホテルにはレストランが併設されており、朝食も宿泊代に含まれていたので、毎朝、そのレ

ストランで朝食をとっていた。

朝食はイングリッシュ・ブレックファーストで、ジュースはオレンジ、トマト、グレープフルー

ツの中から、卵料理はボイルド・エッグ、フライド・エッグ、スクランブル・エッグから、ハム

はソーセージかベーコンから、そしてパンの枚数とコーヒーか紅茶を選ぶことができた。注文は

毎回オーナーが取ってくれたが、私は毎日同じメニューを注文していた。人の好みは、なかなか

変わらないという事だ。

この朝の時間は、１日の中でオーナーと会話する唯一の時間となっていたので貴重だった。

このレストランは夕食も提供していた。時々オーナーから「ここのレストランも、なかなかいけ

るのですよ」と夕食に誘われていた。

しかし夕食は近くの中華料理店で済ますのが日課の様になっていた。

イギリスでは、どこの町にも中華料理店とインド料理店はある。これは歴史的な背景が理由とな

っている様だ。私としては日本食が食べたい所だか、日本食レストランはロンドン等の大都市に

しかないし、総じてとても値段が高い。それに比べ、中華料理はどの町にもあり、当たり外れが

なく、コスト・パフォーマンスも良い。

一般に、イギリス人は食べ物に頓着がないらしく、会社の食堂や、高速道路のサービスエリア

といった普通のレストランのお味は、おせいじにもおいしいとは言えない。

例えば、付け合わせの野菜など、「これでもか」というほど、くたくたに茹でられており、これ

では介護食か乳児用の食事だ。

それぞれの野菜固有の食感など全く無くなってしまっている。

料理の味付け自体もめちゃくちゃだが、それ以上に不思議なのは、イギリス人の手は料理が運ば

れると無意識のうちにテーブルに備え付けられている塩に伸び、味見もしていないのに塩を振り

かけるのだ。



日本のレストランにも塩は置いてあるが、料理に振りかける人を見た記憶が無い。せいぜい、ゆ

で卵にかける程度だ。

そういえば、日本のケーキはおいしそうに見えるが、イギリスのケーキは単に甘そうに見えるだ

けで、おいしそうには見えない。繊細な味には縁のない国民かもしれない。

だけど一方で、世界に先駆けて産業革命を成功させ、スポーツの面でも、テニス、ラグビー、サ

ッカー、ゴルフの発祥地である。なぜ、食文化だけがこうなってしまったのか不思議である。

私は、ホテルから歩いて５分程度のところにある中華料理レストランがお気に入りだった。

この店は週末に、おしゃれをしたカップルや大人だけのグループが訪れる、ちょっと気の利いた

レストランだ。お値段も、一品料理が最低でも千五百円はする。

私はそこに毎日通うので、お店の人も仕事でこの町に来ているビジネスマンと思っている様だ

った。

一般にイギリスの食事はほめられた物ではないのだが、中華料理なら間違いは無かった。

大抵の中華料理店のシェフは中国系のイギリス人だからであろう。ウエイターも大抵は中国系の

人だ。

一人なので色々な種類の料理を食べる事はできなかったが、私はここの一品料理であるチャーハ

ンが気に入っていた。チャーハンは具材によって３種類ほどあったが、どれもおいしかった。飲

み物は、私としてはアイスコーヒーが欲しかったのだが、イギリスにアイスコーヒーという飲み

物は無い。

それを知らない頃にアイスコーヒーを注文したら変な顔をされた。かわいそうに。こんなにおい

しい飲み物を知らないなんて。

そういえば日本では、いつの頃からか、緑茶も冷やして飲む様になった。中華そばも冷やし中華

にした。日本人は冷やすことにより新しいメニューを開発するのが好きなようだ。

ひたすら通い続けた中華料理店だが、それでも毎日、中華という訳にも行かなくなって、ある日

、ホテルのレストランで夕食をとることにした。オーナーは、珍しいという顔をしたが、私の事

を喜んで迎えてくれた。

メニューを私に渡しながら、「今日は、ベイビー・シャークがあるよ。試してみるかい？」と

言う。なにやら、今日魚市場に行ったら、普段は無いベイビー・シャークがあったそうだ。本日

のスペシャリティーということらしい。

「食べてみるかい？」と言われたので、ここは勧めに従って食べてみる事にした。

待つ事少々、他にお客さんはいなかったので、すぐに料理が運ばれて来た。



シャークは白身の魚だった。

シャークのポアレは、見た目はあっさりしている様に見えたが、食べてみてびっくりした。何か

変な匂いがするのだ。どうやら白身の肉の中に含まれる「何か」が臭みの原因になっているよ

うだった。臭みは刺激臭であり、二口、三口食べたが、それ以降、私の口は受け付けなくなって

しまった。

オーナーは、シャークには独特の臭みがある事を知っていたようだ。

「食べられるか？」私の様子を見て心配そうに聞いて来た。

「申し訳ないが、ちょっと匂いがきつくて食べられないのですが」

「そうか。では違う料理に変えてあげよう」

というと、シャークを下げ、再びメニューを私のところに持って来た。私は常連だから気を使っ

てくれたのだろう。申し訳ないと思いつつ、こんどはミスを犯す訳にはいかないので、無難な鶏

肉の料理を頼んだ。

後から知った事だが、シャークは体内に尿素があり、鮮度が落ちると、これがアンモニアに分解

されて臭みが発生するとのこと。それをオーナーは知っていたのかもしれない。

臭みを取り除く方法はあるようだが、その処置が十分でなかったということか？

やはり「フィッシュ・アンド・チップス」が名物であるお国柄のイギリスで、おいしい物にあり

つくのは難しいらしい。

Dukes Hotel（パンフレットより）



ホテルの部屋からの景色


